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印
刷
の
都
合
、
特
別
な
文
字
は
符
号
に
し
ま
し
た
御
了
承
下
さ
い
。

自
a
帰
b
箔
。
白
目
d

爾
・
」
 
…
犀
k
 
鎚
1
 
 
麗
m

宮
S
貌
t
蕨
U
 
匝
V

は
じ
め
に

礎
e

腰
n

口
W

樋
f
叢
9
山
蹄
h
邸
i

韻
・
醸
P
 
家
q
並
r

謡
X
 
饗
y
 
魑
Z

 
帰
は
説
文
止
の
部
に
「
帰
野
望
也
、
従
止
、
従
婦
省
、
a
声
、
挙
塗
壁
、
b

c
文
省
、
」
と
あ
る
。

 
ま
た
瞳
子
天
瑞
篇
に
は
、
「
精
神
離
形
、
各
帰
其
眞
、
故
謂
之
鬼
、
鬼
帰
也

帰
其
眞
宅
、
…
…
古
者
、
謂
死
人
為
帰
人
。
」
と
も
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
一
雅
の
釈
訓
に
も
、

「
鬼
之
為
言
帰
也
」
と
あ
り
、
註
に
「
 
子
日
、
古
者
、
謂
死
人
為
替
人
、
」

と
あ
る
。

 
と
こ
ろ
が
易
維
の
説
卦
伝
に
は
「
地
物
之
所
帰
也
、
」
と
あ
り
、
こ
の
注
に

「
帰
蔵
也
」
と
あ
る
。

 
而
し
て
礼
記
の
祭
壇
篇
に
は
「
衆
生
必
死
、
死
帰
膏
土
、
此
之
謂
鬼
」
と
も

い
う
。

 
帰
に
は
こ
の
以
外
に
も
種
々
の
派
生
義
は
あ
る
が
、
今
回
は
こ
の
中
「
鬼
帰

也
、
」
．
を
中
心
に
、
関
連
し
て
「
帰
女
前
歯
」
に
つ
い
て
も
論
じ
て
見
た

い
。

 
本
論

・
先
ず
蹄
を
見
る
。

 
帰

 
帰
の
音
を
見
る
と
説
文
に
は
a
声
と
し
、
徐
鉱
等
は
こ
れ
を
章
章
切
と
し
て

い
る
。
そ
こ
で
こ
の
a
を
説
文
十
四
a
の
部
に
見
る
と
。

「
a
小
d
也
、
象
形
、
凡
a
之
属
、
皆
従
a
、
山
男
等
日
、
今
遺
作
堆
、
都
回

切
。
」
と
あ
る
。

 
こ
う
な
る
と
、
こ
の
a
は
都
回
切
、
 
言
・
餓
（
カ
ー
ル
グ
レ
ン
説
に
よ
る
）

と
な
り
、
説
文
の
a
挙
挙
口
切
、
五
≦
色
と
は
合
わ
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
a
を

広
韻
に
見
る
と
、
平
声
灰
の
韻
の
所
に
、
e
や
堆
と
同
じ
に
都
回
心
と
出
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
a
は
切
韻
に
は
出
て
い
な
い
が
、
平
声
灰
の
韻
の
所
に
、

e
や
堆
が
出
て
い
る
の
で
、
広
韻
の
都
回
切
と
同
系
統
と
見
ら
れ
る
。

 
一
方
、
こ
の
帰
は
切
韻
に
億
、
平
声
微
吟
に
属
し
、
倶
常
並
と
出
て
お
ゆ
、
広
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韻
に
も
平
声
微
韻
の
系
統
に
あ
り
挙
章
切
と
あ
る
の
で
、
切
韻
、
広
々
共
に
、

五
署
蝕
の
音
と
な
る
。

，
結
局
露
の
字
は
a
の
声
と
す
る
以
上
、
都
回
切
の
音
と
挙
下
切
・
倶
章
反
の

二
系
統
、
即
ち
端
系
（
t
）
と
、
見
系
（
k
）
の
両
系
統
の
音
が
あ
っ
た
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
a
に
つ
い
て
見
る
。

 
こ
の
字
の
形
や
義
に
つ
い
て
も
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
愈
f
の
黒
黒
9
説
（

説
文
詰
林
引
用
）
が
傾
聴
に
値
す
る
の
で
引
用
し
て
見
る
。

「
j
雅
馴
山
、
小
而
衆
h
、
説
文
無
h
字
、
夕
日
、
h
即
娩
字
、
然
魏
乃
高
大

之
児
、
h
然
之
h
義
或
可
通
、
山
小
聖
衆
之
h
非
其
義
也
。
愚
脚
註
禅
堂
字
林

云
、
h
i
追
反
回
≦
巴
疑
此
h
字
、
即
a
之
或
体
、
説
文
a
小
嬉
野
、
象
形

小
憤
漁
戸
與
小
山
合
、
象
形
、
作
a
、
則
有
衆
素
本
、
帰
字
本
従
a
吟
声
、
a

変
作
h
、
又
従
蹄
得
声
、
古
人
作
字
、
国
有
此
辺
上
相
従
之
例
、
如
即
言
従
口

耳
口
変
位
芸
、
又
従
去
也
。
 
（
g
説
）

 
こ
れ
に
よ
る
と
h
は
i
追
反
で
あ
り
、
a
の
或
体
で
あ
り
、
説
文
に
a
は
小

忌
と
あ
る
し
、
「
古
入
は
字
を
作
る
韓
展
相
従
う
」
の
例
あ
る
故
h
に
作
り
、

こ
の
字
よ
り
帰
の
声
を
得
た
と
あ
る
。

 
然
し
こ
の
説
に
も
い
う
通
り
、
・
J
雅
耳
珠
に
「
小
集
衆
h
」
と
あ
り
、
注
に

「
小
山
9
羅
、
h
、
丘
羅
切
」
と
あ
る
し
、
こ
の
疏
に
「
言
小
山
而
衆
9
葦
羅
列

者
、
名
h
、
」
と
あ
る
以
上
、
小
早
な
り
の
a
と
は
内
容
が
少
し
違
い
は
し
ま

い
か
、
即
ち
a
は
舞
鶴
な
り
が
本
義
で
一
方
は
小
山
が
9
葦
羅
列
す
る
と
あ
れ

ば
、
必
ず
し
も
小
本
と
は
限
ら
な
い
。
而
も
h
は
愈
f
も
い
う
よ
う
に
、
魏
と

通
ず
る
と
す
る
と
高
大
な
る
形
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
、
延
々
と
し
た
連
山
と

も
連
想
さ
れ
る
。

 
こ
う
な
る
と
a
を
h
の
暗
黒
と
簡
単
に
は
き
め
ら
れ
な
い
。

 
そ
こ
で
今
一
度
a
を
説
文
に
見
る
と
、
「
小
d
也
、
…
…
…
今
俗
本
堆
、
都

回
切
」
と
あ
る
し
、
ま
た
a
を
広
韻
に
堆
や
e
と
同
じ
音
に
見
て
い
る
し
、
切

韻
に
も
堆
と
e
と
は
広
韻
と
同
じ
系
統
の
音
と
し
て
い
る
、
而
も
こ
の
堆
は
四

韻
切
韻
共
に
聚
土
也
と
あ
る
し
、
e
も
共
に
落
也
と
し
て
い
る
の
で
、
a
や
堆

は
地
層
の
現
わ
れ
て
い
る
小
高
い
「
お
か
」
と
見
ら
れ
よ
う
し
、
e
も
つ
く
り

に
a
が
あ
る
以
上
、
矢
張
崖
に
関
係
あ
る
文
字
な
の
で
、
落
命
な
ど
の
意
が
出

た
と
見
ら
れ
よ
う
。

 
で
は
a
の
都
回
切
の
音
を
ど
う
見
る
か
、
こ
れ
は
前
に
も
少
し
眠
れ
た
よ
う

に
二
系
統
、
即
ち
挙
世
切
と
都
回
切
と
が
見
ら
れ
た
が
、
愈
f
も
9
説
に
い
う

如
く
、
h
に
は
i
本
鞘
の
音
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

・
し
か
し
こ
の
h
や
帰
の
文
字
に
a
が
あ
り
、
帰
を
挙
章
切
と
し
て
い
る
以
上

五
≦
似
の
音
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
が
う
鯨
地
が
な
い
。

 
唯
こ
こ
に
問
題
が
残
る
の
は
、
a
を
説
文
に
小
d
な
り
と
し
て
お
り
、
一
方

同
じ
説
文
十
四
下
に
「
d
大
陸
年
無
石
者
、
象
形
、
凡
d
之
属
、
従
d
、
房
四

切
、
k
古
文
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
a
は
小
d
で
あ
り
都
回
切
で

あ
る
が
、
一
方
d
だ
け
な
ら
大
陸
で
房
適
切
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
然
し
こ
れ

も
大
き
な
「
お
か
」
を
意
味
す
る
時
は
、
そ
の
ま
ま
d
と
し
、
小
さ
な
「
お
か

」
を
現
わ
す
時
は
特
に
小
を
入
れ
小
d
と
す
れ
ば
、
広
韻
の
い
う
d
は
小
阜
な

り
と
解
し
た
こ
と
が
理
解
出
来
る
。
尚
a
と
d
と
に
よ
っ
て
音
に
差
異
が
出
た

こ
と
も
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
紙
数
の
都
合
後
日
に
譲
ぞ
。

 
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
a
と
堆
と
は
同
じ
系
統
の
文
字
で
あ
り
、
d
の

古
文
が
k
で
あ
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
即
ち
崖
の
側
の
地
層
を
現
わ
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
d
で
あ
り
、
堆
で
あ
り
上
に
あ
る
の
が
石
こ
ろ
で
a
よ
り
大
き
い

陸
（
お
か
）
が
d
で
あ
る
。
次
に
止
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
か
。
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止
の
字
、
説
文
解
字
二
上
、
止
の
部
に
、

「
止
下
手
也
、
象
草
木
出
駕
趾
、
故
山
器
財
足
、
凡
止
之
属
、
皆
従
止
、
諸

正
切
、
」
と
あ
る
が
、
こ
の
説
は
暫
ら
く
と
ら
な
い
。
む
し
ろ
林
義
光
の
説
文

文
身
に
あ
る
、
、

「
非
草
木
形
、
象
人
足
、
即
趾
之
本
字
、
」
と
あ
る
の
を
と
る
。
な
ぜ
か
、
こ

れ
を
裏
附
け
る
文
献
に
、
重
書
の
金
文
編
ニ
ノ
一
八
が
あ
る
、
こ
れ
に
よ
る
と

歩
の
字
を
σ
贈
と
し
て
足
の
形
を
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
歩
の
字
の

止
も
少
も
共
に
足
の
形
を
現
わ
し
た
文
字
な
の
で
あ
る
。
次
に
帰
の
字
の
つ
く

り
の
帯
は
ど
う
か
。
帯
、

 
説
文
解
字
七
下
巾
部
に
、

「
帝
糞
也
、
将
又
海
相
阿
内
、
古
者
少
康
、
初
章
箕
帯
心
酒
、
少
康
杜
康
也
、

葬
長
垣
、
支
手
切
」
と
あ
る
。

 
こ
れ
を
見
る
と
、
帯
に
て
一
定
の
区
域
を
掃
除
す
る
意
が
あ
る
。

 
尚
労
れ
を
契
文
に
探
す
と
明
ら
か
に
帯
を
台
架
に
掛
け
て
あ
る
形
の
も
の
が

見
え
る
。
即
ち
下
に
挙
げ
る
が
如
き
で
あ
る
。

 
汰
 
 
全
編
 
五
二
八
六
片

 
煮
 
 
陰
虚
書
契
続
篇
 
一
、
八
、
八
字

 
以
上
帰
の
字
を
分
解
し
て
見
た
が
、
こ
れ
は
電
文
に
現
わ
れ
て
い
る
形
で
あ

っ
て
、
契
金
文
に
は
種
々
の
形
が
あ
る
。
即
ち
、
篇
が
a
で
っ
く
り
が
帯
だ
け

の
も
の
、
ま
た
あ
る
金
文
に
は
、
鐘
＾
（
不
興
敦
）
 
の
よ
う
な
も
の
な
ど
が
あ

る
。
こ
の
篇
の
下
部
は
、
、
』
の
古
文
形
で
、
こ
れ
は
道
路
を
意
味
す
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
種
々
の
説
を
出
す
人
が
あ
る
が
、
a
や
堆
と
同
じ
系
統
の
一
や
e

か
ら
考
え
る
と
地
層
の
側
の
道
路
、
ま
た
は
人
の
歩
く
道
位
と
考
え
た
い
。

 
さ
て
こ
れ
ら
分
解
し
、
こ
れ
を
綜
合
し
て
見
た
帰
の
字
か
ら
如
何
な
る
内
容

露
 
 
字
 
 
考

が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

 
先
ず
、
a
の
音
か
ら
挙
章
切
の
音
五
ミ
似
を
得
、
a
は
堆
や
一
と
同
義
と

す
る
と
こ
ろ
が
ら
地
層
の
現
わ
れ
て
い
る
小
高
い
お
か
で
あ
り
、
そ
こ
に
通

ず
る
、
た
（
道
路
y
が
あ
る
。
そ
こ
に
人
（
止
）
が
帯
を
持
っ
て
往
き
来
す
る
。

こ
れ
切
韻
や
広
覧
に
帰
は
還
也
の
意
が
出
た
所
以
と
考
え
る
。

 
然
し
な
が
ら
こ
れ
だ
け
で
は
何
の
意
か
分
ら
な
い
。
そ
こ
で
今
一
度
、
説
文

の
帰
の
字
を
見
る
と
「
帰
女
嫁
也
、
俗
耳
従
婦
、
…
…
b
c
文
省
」
と
あ
る
の

で
、
帯
を
持
つ
の
は
婦
人
で
あ
り
、
而
も
・
c
文
に
よ
る
と
帯
を
持
っ
て
止
ま
る

の
で
あ
る
。
そ
の
止
ま
る
所
は
明
ら
か
に
契
金
文
や
寒
心
に
よ
れ
ば
a
（
お
か

）
で
あ
る
。

 
尚
こ
の
帯
を
持
つ
こ
と
が
掃
除
を
意
味
す
る
こ
と
は
清
の
桂
酸
が
、
説
文
義

証
に
、「

従
婦
急
患
、
當
為
従
帯
、
本
書
婦
従
女
持
帯
m
掃
、
帰
與
婦
同
意
、
」
と
あ

る
よ
う
に
、
帰
と
婦
と
は
同
意
で
あ
り
、
婦
が
帯
を
持
つ
こ
と
に
変
り
は
な

い
。
唯
説
文
本
文
十
二
下
女
部
に
、
婦
を
解
し
て
「
婦
服
也
、
従
女
持
帯
m
掃

也
、
房
九
切
」
と
あ
る
の
で
、
婦
だ
け
に
す
れ
ば
女
が
帯
を
持
つ
の
が
本
義
で

あ
る
が
、
帰
に
は
女
が
特
に
「
お
か
」
の
上
を
掃
除
し
、
こ
こ
に
止
ま
る
、
つ

ま
り
嫁
し
た
女
性
が
、
こ
の
「
お
か
」
を
掃
除
す
る
意
が
帰
の
本
義
と
も
見
ら

れ
る
。

 
で
は
何
故
女
子
が
お
か
の
上
を
掃
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

 
 
帰
と
饅
と
醜
と

 
集
韻
の
去
声
六
、
至
の
韻
の
所
を
見
る
と
、

「
0
、
帰
、
」
を
出
し
、
そ
の
解
に
「
説
文
直
心
、
或
星
雨
、
古
、
通
作
動
」

と
あ
り
、
ま
た
醜
の
注
に
「
呉
人
謂
祭
日
醜
、
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
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「
餉
、
帰
、
醜
、
o
、
」
な
ど
は
通
じ
て
同
じ
内
容
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
先
ず
餉
は
如
何
な
る
意
が
あ
る
か
を
説
文
袖
下
食
部
に
見
る
と
、

「
餉
P
也
、
従
食
、
地
声
、
式
亮
切
、
」
と
あ
る
。
こ
の
P
を
同
じ
説
文
言
下

食
部
に
見
る
と
「
P
三
人
謂
餉
、
日
P
、
従
食
嚢
声
人
澱
切
」
と
あ
る
。
こ
れ

ら
を
見
る
と
、
餉
は
p
な
り
、
p
は
餉
な
り
と
、
唯
繰
り
返
し
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。

 
そ
こ
で
こ
れ
ら
と
同
じ
系
列
の
群
と
す
る
、
o
を
見
る
。
説
文
五
下
食
部
に

「
o
餉
也
、
従
食
、
貴
声
、
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
前
と
同
じ
繰
り
返
し
に
過
ぎ

な
い
。

次
に
帰
は
饒
に
通
ず
る
と
す
る
醜
を
見
る
と
、
説
文
三
下
食
部
に
、
「
醜
呉
人

傑
祭
日
醜
、
従
食
、
従
鬼
、
鬼
畜
声
、
倶
店
飾
、
雨
音
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
に

 
 
 
 
注
1

段
玉
裁
が
注
し
て
い
る
の
で
、
大
要
を
見
る
と
饒
と
は
死
人
を
祭
る
が
本
義
で

。
は
魏
の
仮
借
文
字
で
音
通
で
は
あ
る
が
生
人
に
遺
り
物
を
す
る
の
が
原
義
と

す
る
と
あ
る
。
も
っ
と
も
死
人
で
も
生
人
に
で
も
食
物
を
供
薦
す
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
o
も
醜
も
共
通
と
い
わ
れ
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
注
2

 
以
上
に
よ
っ
て
饒
は
死
人
に
食
物
を
捧
げ
る
こ
と
で
あ
る
と
見
て
来
た
が
、

そ
の
捧
げ
る
人
は
帰
人
、
即
ち
「
お
か
」
の
上
を
掃
除
す
る
の
が
婦
人
で
あ

り
、
清
掃
さ
れ
た
「
お
か
」
の
上
に
い
る
死
人
に
食
物
を
捧
げ
る
、
こ
れ
が
醜

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
a
の
上
に
は
ど
ん
な
風
に
し
て
死
人
が
埋
蔵
さ
れ

て
い
る
か
。

 
墓
、
墳
、
q
、

 
説
文
十
三
土
の
部
に
墓
を
見
る
と
、

「
墓
丘
也
、
従
土
、
莫
声
、
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
桂
酸
が
説
文
義
証
に
解
し
て

「
広
雅
、
墓
q
也
、
釈
名
、
墓
慕
也
、
孝
子
思
慕
之
虚
也
、
白
雲
、
墓
大
夫
云

q
螢
之
地
、
孝
子
急
所
思
慕
之
庭
、
云
々
、
」
と
あ
る
。

 
こ
れ
だ
け
で
は
墓
の
内
容
が
釈
然
と
せ
ぬ
の
で
、
墓
陰
面
の
丘
を
見
る
こ
と

に
す
る
。
説
文
誌
上
、
丘
部
に
「
丘
土
之
高
也
、
非
人
所
為
也
、
従
北
従
一
、
一

地
也
、
人
面
在
r
南
故
従
北
、
中
邦
之
居
在
幌
輪
東
南
、
一
日
四
方
高
中
央
下

身
r
、
象
形
、
凡
r
正
舷
、
皆
従
r
、
去
鳩
切
、
今
血
忌
作
画
…
」
と
あ
る
。

 
こ
れ
に
よ
る
と
丘
は
自
然
に
出
来
て
い
る
小
高
い
丘
で
、
中
央
が
下
っ
て
い

る
と
乙
う
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
古
代
人
は
こ
の
丘
の
地
層
の
現
わ
れ
て
い
る
所

な
ど
に
人
骨
を
埋
蔵
し
た
よ
う
で
あ
る
。
 
（
後
述
）

 
こ
の
丘
に
墓
を
作
る
が
余
り
高
さ
の
な
い
こ
と
は
、
礼
記
の
檀
弓
第
三
に
、

「
孔
子
既
得
合
葬
尊
上
、
日
、
吾
聞
之
、
古
也
魚
心
不
墳
、
今
丘
也
、
東
西
南

北
之
人
也
。
不
可
以
弗
識
也
、
組
置
封
之
、
崇
四
尺
云
々
」
と
あ
ろ
こ
と
に
よ

っ
て
も
墓
の
高
さ
が
了
解
さ
れ
る
。

 
で
は
墓
q
也
は
ど
う
か
、
説
文
駈
上
、
勺
部
に
、
 
「
q
高
溶
也
、
心
驕
、
琢

声
、
知
皮
切
、
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
段
正
々
が
注
し
て
「
土
部
日
、
強
者
墓
也

墓
之
高
者
、
日
q
、
」
と
あ
る
。
そ
れ
で
は
墳
は
ど
う
か
、
説
文
十
三
下
、
土

部
に
「
墳
墓
也
、
浄
土
、
責
声
、
符
盤
切
、
」
と
あ
る
。
然
し
こ
れ
だ
け
で
は

墳
の
内
容
が
不
明
な
の
で
、
白
虎
通
巻
四
、
崩
麗
之
部
を
見
る
と
、

「
春
秋
含
文
嘉
日
、
天
子
尊
高
三
例
、
樹
以
下
、
諸
侯
半
之
、
樹
珍
種
、
大
夫

八
尺
、
樹
以
藁
、
士
四
尺
、
樹
以
糖
、
庶
人
無
墳
、
樹
以
楊
柳
、
」
と
あ
る
。

 
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
q
も
墳
も
墓
に
於
て
は
変
り
が
な
い
。
唯
土
の
盛
り

方
や
、
形
の
作
り
方
な
ど
に
差
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
貴
賎
な
ど
と
い

う
階
級
差
別
の
甚
だ
し
か
っ
た
時
代
に
は
尚
更
で
あ
っ
た
ろ
う
。
例
え
ば
後
世

の
例
に
な
る
が
太
平
御
覧
q
墓
三
に
、

「
濡
岳
関
中
記
日
、
秦
始
皇
陵
、
上
裳
山
之
北
、
高
数
十
丈
、
周
贅
六
、
七
里
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云
々
し
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
分
る
。

 
さ
て
こ
の
よ
う
に
墓
や
墳
を
作
り
、
こ
れ
に
埋
蔵
し
た
死
人
は
ど
の
よ
う
に

呼
ん
で
い
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

 
 
麟
と
鬼
と
の
関
係
。

，
一
雅
の
面
輔
第
三
に

「
鬼
之
為
言
盲
溝
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
晋
の
郭
瑛
が
注
し
て
「
戸
子
日
、
古
者

謂
死
人
為
帰
人
、
」
と
い
い
、
こ
れ
に
、
宋
の
那
禺
が
更
し
て
「
人
死
為
鬼
、

小
誌
何
人
斯
云
、
為
鬼
無
域
、
周
礼
日
、
享
大
鬼
、
謂
之
怠
者
、
鬼
者
猶
帰

也
、
若
帰
去
、
然
故
 
子
日
、
古
学
謂
死
人
為
帰
人
、
」
と
い
う
と
あ
る
。
ま

た
韓
詩
外
伝
献
本
補
逸
に
、

「
人
死
日
鬼
、
鬼
者
帰
着
、
精
気
帰
野
天
、
…
…
呼
吸
点
滴
復
於
人
、
三
帰
於

土
、
云
々
」
と
あ
る
。
こ
れ
精
気
（
魂
）
は
天
に
帰
り
肉
（
範
）
は
土
に
帰
し

た
の
で
あ
る
。
呼
吸
之
気
は
ま
た
人
に
復
る
と
い
う
が
、
こ
の
気
は
既
に
天
に

帰
し
た
霊
気
が
ま
た
戻
っ
て
来
て
人
の
胎
内
に
宿
っ
た
と
感
じ
信
じ
て
い
た
、

古
代
人
の
霊
気
（
霊
魂
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
気
（
塊
的
な
も
の
）
だ
け

で
は
な
い
。
 
（
こ
の
点
後
述
）
こ
こ
に
い
う
鬼
は
礼
記
の
祭
無
識
に
あ
る
、
 
「

衆
生
必
死
、
死
必
帰
於
土
、
此
之
謂
鬼
」
と
い
う
鬼
で
あ
り
、
ま
た
礼
記
の
祭

法
篇
に
あ
る
「
大
凡
生
起
天
地
之
間
者
、
詳
論
命
、
其
萬
早
死
日
折
、
人
死
日

鬼
、
此
五
代
三
所
不
変
也
。
」
と
い
う
鬼
な
の
で
あ
る
。
即
ち
一
定
の
場
所
に

帰
し
た
死
人
を
鬼
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
こ
の
帰
す
る
所
が
墓
で
あ
り
、
墳
で
あ
り
q
な
の
で
あ
る
。
然
し
て
こ
こ
に

蔵
す
る
鬼
が
、
こ
れ
が
帰
し
た
鬼
な
の
で
あ
る
。
易
経
の
説
卦
伝
に
「
嘗
物
着

所
帰
也
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
虞
翻
が
「
帰
は
蔵
な
り
」
と
し
て
い
る
が
、
ま

さ
に
埋
蔵
さ
れ
、
閉
蔵
さ
れ
た
鬼
な
の
で
あ
る
。

露
 
 
字
 
 
考

 
こ
れ
を
裏
附
け
る
文
献
に
申
国
田
野
考
古
報
告
集
考
古
学
専
刊
第
十
二
号
、

東
周
墓
葬
報
告
と
し
て
王
覇
洪
氏
等
が
発
表
し
て
い
る
報
告
文
が
あ
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、

「
其
余
的
六
十
五
坐
中
、
屈
肢
葬
六
十
坐
、
占
百
分
之
九
十
以
上
、
伸
直
葬
只

有
五
坐
、
伸
直
葬
、
都
是
仰
身
、
下
肢
伸
直
、
上
肢
記
号
干
胸
部
、
亜
聖
上
、

第
一
種
年
豆
葬
式
、
是
下
肢
蜷
屈
、
程
度
較
軽
、
肢
骨
和
脛
骨
、
轡
成
六
十
度

到
九
〇
度
角
度
、
云
々
」
と
あ
る
。

 
尚
殿
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
こ
れ
を
見
る
と
、
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
第
二
十

三
本
に
、
小
流
C
区
町
彫
山
群
と
題
し
て
石
門
如
氏
が
、
七
脆
墓
と
し
、

「
脆
墓
両
個
。
即
M
二
一
九
、
M
八
九
、
居
於
M
四
五
車
軌
的
南
北
両
端
、
野

馳
一
條
直
線
。
M
八
九
在
s
的
北
辺
。
其
中
一
具
面
南
脆
着
的
人
骨
（
因
為

在
小
筆
、
方
坑
中
都
響
脆
葬
）
骨
骸
朽
成
粉
末
、
僅
存
有
少
数
平
手
指
骨
及
牙

歯
若
干
。
M
一
二
九
在
s
的
南
端
。
也
膨
面
南
固
着
。
骨
骸
完
整
。
其
中
部
野

送
何
殉
蔵
物
。
」
 
（
同
書
四
六
二
頁
）
 
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
吾
々
は
死
人
で

あ
る
鬼
は
胃
の
形
や
㊥
P
ワ
の
形
で
、
埋
葬
さ
れ
た
の
で
、
貴
賎
貧
富
の
差
に

よ
っ
て
屈
曲
葬
や
伸
直
謝
、
ま
た
は
仰
身
葬
や
伏
臥
葬
な
ど
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
こ
れ
鬼
と
は
土
に
帰
し
た
死
人
で
あ
り
、
埋
蔵
さ
れ
た
恩
人
を
い
う
と
す
る

所
以
で
あ
る
。
“

 
さ
て
こ
の
よ
う
に
墓
や
墳
や
q
に
だ
け
埋
蔵
し
て
お
い
た
の
で
は
、
死
人
を

再
生
し
再
現
し
た
と
信
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
あ
り
し
日
の
佛
に
あ
や
か
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
そ
の
悌
を
彷
彿
た
ら
し
め
る
た
め
作
ら
れ
る
の
が

寝
廟
や
宗
廟
な
の
で
あ
る
。

 
 
寝
廟
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礼
雪
月
令
篇
に
「
辻
堂
畢
備
」
と
あ
り
、
こ
の
注
に
「
凡
前
日
廟
、
後
日

寝
、
」
と
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
な
る
理
解
が
出
来
な
い
の
で
、
こ
の
疏

を
見
る
と
「
廟
是
接
神
之
虎
、
章
典
尊
、
故
虚
業
、
寝
衣
画
所
蔵
之
塵
、
対
廟

為
卑
、
故
在
後
云
々
」
と
あ
る
。
尚
詩
経
大
雅
蕩
商
情
の
罎
高
の
章
を
見
る
と

「
寝
廟
既
成
、
既
奴
t
t
」
と
あ
り
、
こ
の
注
に
「
寝
廟
既
定
、
人
立
所
塵
、

」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
観
れ
ば
、
寝
は
衣
冠
の
蔵
す
る
所
で
あ
り
、
廟

は
一
旦
上
昇
せ
る
魂
が
再
生
し
再
現
し
て
降
っ
て
く
る
こ
と
を
望
む
場
所
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
t
t
と
し
て
見
え
ざ
る
神
と
な
れ
る
魂
が
、
こ
の
廟
に
復
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
は
宗
廟
と
は
何
か
。

 
 
宗
廟

 
説
文
直
下
ゐ
部
に
、

「
宗
尊
祖
廟
也
、
従
み
、
従
示
、
作
冬
切
、
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
段
玉
裁
が
注

し
て
、「

尊
莫
尊
於
祖
廟
、
故
謂
之
宗
廟
、
宗
従
｛
従
示
、
白
泥
神
也
、
肖
謂
屋
也
。

」
と
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
祖
先
を
尊
と
び
、
祖
先
の
人
々
を
廟
に
於
て
神
と
し
て
再
現
さ

せ
、
再
生
さ
せ
、
そ
こ
に
祖
先
と
共
に
饗
食
し
、
祖
先
と
苦
楽
を
共
に
し
ょ
う

と
し
て
作
る
、
こ
れ
が
宗
廟
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
礼
記
の
王
制
篇
に
「

天
子
七
廟
、
…
…
諸
侯
五
廟
、
…
…
大
夫
三
脚
、
こ
…
士
一
呑
、
…
…
庶
人
祭

於
寝
」
と
あ
る
の
で
、
上
は
天
子
よ
り
下
は
士
に
至
る
ま
で
宗
廟
を
作
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

 
さ
て
こ
の
寝
廟
や
宗
廟
が
出
来
上
っ
た
際
、
誰
が
主
と
し
て
祭
る
こ
と
と
な

る
か
、
勿
論
青
苔
問
乱
漫
に
あ
る
よ
う
に
、
「
孝
子
喪
親
、
笑
泣
無
数
、
服
飾

三
年
、
身
病
体
瀟
、
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宗
子
（
孝
子
）
が
祖
先
を
祭
る
の
は
当

然
で
は
あ
る
が
、
然
し
若
き
乙
女
ら
が
将
に
嫁
せ
ん
と
す
る
時
、
こ
の
宗
廟
に

於
て
祭
り
す
る
こ
と
も
否
定
出
来
な
い
。

 
詩
経
の
召
南
国
風
の
中
の
釆
藥
の
章
や
、
釆
u
の
章
が
こ
れ
を
物
語
る
。
即
ち

釆
U
の
第
三
章
に
「
子
息
貧
之
、
宗
室
n
下
、
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
「
璽
酒

淫
宗
室
太
宗
之
空
也
、
大
夫
士
祭
於
宗
廟
、
尊
於
n
下
、
」
と
あ
る
。
ま
た
こ

の
次
の
句
に
「
誰
其
 
之
、
有
齊
季
女
」
と
あ
り
、
こ
の
注
に
「
 
主
命
敬
季

少
也
、
u
藻
薄
物
也
、
燗
濱
至
質
也
、
少
女
微
言
言
、
古
謡
将
嫁
女
者
、
二
皮

礼
之
於
宗
室
、
牲
馬
繋
、
毛
並
以
u
藻
、
」
と
あ
る
。

 
若
き
乙
女
ら
は
身
心
共
に
清
浄
に
し
、
先
ず
宗
廟
を
清
掃
し
、
他
に
嫁
せ
ん

と
す
る
時
の
決
意
を
祖
先
人
に
告
げ
、
一
旦
嫁
し
た
以
上
は
そ
の
家
に
止
ま
り

、
そ
の
祖
廟
を
祭
り
、
そ
の
祖
先
に
奉
仕
す
る
、
こ
れ
説
文
に
「
帰
は
女
嫁
な

り
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
で
は
こ
の
宗
廟
を
祭
る
た
め
そ
の
か
た
し
ろ
と
し
て
神
主
を
お
き
、
ま
た
生

人
の
 
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
り
、
ま
た
な
ぜ
置
く
よ
う
に

な
っ
た
か
、
次
に
神
主
よ
り
考
察
す
る
。

 
こ
の
文
献
に
貝
塚
博
士
編
輯
の
京
都
大
学
卜
辞
甲
骨
文
字
釈
文
が
あ
る
の
で

こ
の
文
を
引
用
す
る
。
同
書
第
一
期
卜
辞
一
四
五
頁
に
、

「
W
四
月
彫
V
自
上
甲
W
」
を
出
し
、
尚
こ
れ
に
注
し
て
今
四
月
上
甲
よ
り
「

…
…
…
」
に
彫
し
V
せ
ん
か
、
V
金
文
の
V
、
箔
文
の
麗
と
同
じ
で
、
卜
辞
に

お
い
て
も
囲
に
作
る
も
の
も
あ
る
。
孫
論
譲
は
こ
れ
を
説
文
の
匡
に
あ
て
、
 
（

契
文
挙
例
上
一
九
）
、
王
国
維
は
先
王
で
あ
る
報
乙
圧
の
匡
と
関
連
せ
し
め
て

「
厘
主
郊
宗
石
室
」
即
ち
神
主
を
入
れ
る
器
、
或
は
場
所
の
象
形
と
す
る
。
 
（

織
釈
門
）
。
そ
の
形
か
ら
見
て
、
こ
の
両
者
に
は
関
係
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で

あ
る
が
、
卜
辞
で
は
祭
祀
上
の
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
、
唐
蘭
以
来
勅
祭
の
励
．

（ 172 ）



字
に
あ
て
る
。
 
（
天
平
四
一
）
。

 
こ
の
祭
り
は
先
王
に
も
行
わ
れ
る
が
、
口
即
ち
上
帝
に
も
行
わ
れ
る
と
い
う

（
島
義
甲
〇
九
頁
）
。

 
こ
の
外
匡
（
鉄
一
九
九
、
二
）
な
ど
あ
り
、
恐
ら
く
儀
牲
と
し
て
羊
を
、
石
室

か
何
か
に
入
れ
る
象
形
と
考
え
ら
れ
る
が
、
卜
辞
が
残
旧
し
て
い
て
、
正
確
な

意
味
は
不
明
。
こ
の
点
を
明
示
す
る
資
料
と
し
て
、
 
「
貞
勿
田
自
上
甲
ニ
ズ
、

（
拾
一
、
六
）
が
あ
り
、
神
主
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
現

わ
れ
て
い
る
、
」
と
諸
家
の
説
を
例
に
し
て
、
貝
塚
博
士
は
述
べ
て
い
ら
れ

・
る
。

 
尚
こ
の
外
に
も
神
主
を
祭
っ
て
あ
る
と
見
ら
れ
る
ト
辞
が
十
箇
細
見
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
二
、
三
の
例
を
出
し
て
お
く
。
 
（
文
字
の
都
合
上
）

「
閑
畜
…
…
才
を
…
…
調
」
 
甲
編
 
九
四
五
片

 
こ
れ
に
屈
萬
里
氏
が
毅
虚
文
字
甲
編
出
釈
に
解
し
て
「
貞
 
強
 
W
遂
W
柘

W
？
」
と
し
尚
つ
づ
け
て
「
柘
、
甲
骨
文
編
所
釈
、
蓋
宗
廟
中
蔵
主
之
石
室
也

惜
本
辞
残
敏
、
語
義
未
詳
。
」
 
同
書
一
四
五
頁

と
し
て
い
る
。
ま
た

「
…
…
下
刈
軸
触
．
M
囚
尊
書
［
×
出
」
鉄
雲
霧
亀
一
二
一
、
二

「
調
ぜ
《
m
」
 
二
目
撫
侠
続
編
 
四
九
片

 
こ
れ
に
七
種
杜
氏
が
解
し
て
「
房
宗
闘
母
閾
柘
」
と
し
て
い
る
。

 
判
こ
の
外
に
種
々
の
形
の
柘
が
出
て
く
る
が
、
文
字
の
都
合
省
略
し
、
柘
と

は
何
か
を
考
察
す
る
。

 
 
蔽

 
説
文
解
字
一
難
の
部
に

「
柘
宗
廟
主
也
、
周
礼
有
郊
宗
石
室
、
一
日
大
夫
以
石
為
主
、
従
示
金
石
、
石

鶴
 
 
字
 
 
考

亦
声
、
常
隻
切
」
と
あ
る
。
然
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
な
る
解
と
は
な
ら
な

い
、
そ
こ
で
、
段
玉
裁
の
注
を
見
る
と
「
宗
廟
主
也
、
五
経
異
義
、
今
春
秋
公

羊
説
、
祭
有
主
者
、
孝
子
以
主
繋
心
、
夏
后
氏
以
松
、
殿
人
以
柏
、
周
人
置
栗

今
論
語
説
、
哀
公
益
主
於
宰
我
、
宰
我
対
日
、
夏
后
氏
以
松
、
夏
目
黒
河
東
、

宜
松
也
、
殿
人
以
柏
、
殿
人
都
毫
、
巻
柏
也
、
周
人
入
栗
、
三
人
都
豊
鏑
、
豊

塙
宜
二
黒
、
…
…
天
子
長
尺
二
寸
、
諸
俣
長
尺
、
…
…
芸
文
類
聚
、
引
過
宗
廟

木
主
団
柘
」

「
玉
裁
、
按
郊
宗
石
室
、
蓋
置
天
子
有
之
、
郊
宗
、
蓋
春
郊
孫
、
宗
萬
、
郊
冥

宗
湯
、
郊
櫻
、
宗
武
王
之
類
、
遠
祖
之
宝
為
石
室
藏
之
、
至
祭
上
帝
於
南
郊
、

祭
五
帝
於
明
解
、
則
奉
其
室
以
配
食
、
故
謂
之
郊
宗
石
室
、
」
云
々
と
あ
る
。

 
こ
れ
に
よ
っ
て
柘
は
木
主
で
あ
り
、
こ
れ
を
入
れ
て
お
く
と
こ
ろ
が
石
室
で

あ
る
こ
と
は
分
る
が
、
「
大
夫
は
石
を
以
て
主
と
な
す
」
と
い
う
説
文
の
解
は

解
明
さ
れ
て
な
い
。
そ
こ
で
漸
次
こ
の
石
室
や
金
主
な
ど
を
少
し
解
明
し
て
見

た
い
。

 
左
伝
荘
公
十
四
年
の
條
に
、

「
属
公
入
遂
殺
傅
畷
、
使
謂
原
繁
日
、
傅
蝦
弐
、
周
有
常
葉
、
既
伏
犯
罪
突
、

納
我
而
無
弐
心
者
、
吾
皆
許
之
、
上
大
夫
芒
洋
吾
願
與
伯
父
図
之
、
且
寡
人
出

伯
父
無
裏
言
、
入
又
不
念
寡
人
、
相
人
憾
焉
、
対
日
、
先
君
桓
公
、
命
我
先
人

典
司
宗
柘
、
社
櫻
有
主
、
而
外
其
心
、
昏
眠
弐
如
之
、
苛
主
翼
稜
、
国
内
之
民

其
誰
不
為
臣
、
云
々
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
杜
氏
が
注
し
て
「
桓
公
電
始
受
封
君

也
、
宗
柘
宗
廟
中
藏
主
石
室
、
言
己
世
為
宗
廟
守
臣
、
」
と
あ
る
。
尚
こ
れ
に

孔
頴
達
が
疏
し
て
、

「
宗
柘
者
、
慮
有
非
常
火
災
、
於
廟
之
北
壁
内
為
石
室
、
以
藏
木
主
、
有
事
則

出
自
祭
之
、
駅
亭
納
石
室
、
柘
凶
日
示
神
之
也
、
」
と
し
て
い
る
。
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こ
れ
に
よ
れ
ば
木
主
を
単
に
宮
室
等
に
置
く
時
は
火
災
等
に
て
焼
失
す
る
恐

れ
が
あ
る
故
、
廟
之
北
壁
内
に
特
に
石
室
を
作
り
、
こ
れ
を
入
れ
て
置
い
た
こ

と
が
分
る
。

 
と
こ
ろ
が
い
く
ら
石
主
に
入
れ
て
置
い
て
も
之
が
出
し
入
れ
す
る
時
、
例
え

ば
火
災
の
時
な
ど
、
こ
れ
で
も
焼
失
す
る
恐
れ
あ
る
の
で
、
之
を
石
西
に
入
れ

て
石
室
に
入
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
。

 
左
伝
昭
公
十
八
年
差
條
に

「
鄭
之
未
災
也
、
里
析
告
子
産
日
、
将
有
大
祥
、
民
震
動
国
旗
亡
吾
身
混
焉
、

走
書
及
也
、
国
福
稲
可
乎
、
子
産
日
、
錐
可
吾
不
足
以
定
遷
 
、
及
豊
里
析
死

 
。 

未
葬
、
子
福
使
輿
三
十
人
酒
煮
枢
、
密
書
、
子
産
辞
晋
公
子
公
孫
干
東
門
、

使
司
冠
出
新
客
、
二
面
客
勿
出
於
宮
、
調
子
寛
子
上
、
尊
書
屏
摂
、
至
干
大
宮

使
公
孫
登
徒
大
亀
、
使
祝
史
徒
主
意
於
周
智
、
告
干
先
君
。
」
と
あ
り
、
こ
れ

に
杜
氏
が
注
し
て

「
柘
廟
摺
糠
函
、
堂
守
属
王
廟
也
、
有
火
災
、
故
塁
大
祝
大
勢
日
録
暴
露
祖
廟

易
救
護
。
」
と
あ
る
、
こ
れ
に
召
命
達
が
疏
し
て
「
正
義
日
、
吊
上
当
主
、
皆

以
石
函
盛
之
、
當
祭
則
出
品
、
事
畢
奉
納
於
函
、
藏
学
者
之
北
壁
之
内
、
所
以

辟
火
実
也
。

 
文
二
年
伝
云
、
鰹
節
属
王
、
故
知
之
鄭
周
廟
是
属
王
廟
也
、
既
有
火
災
、

皆
須
防
守
、
故
山
群
主
就
於
祖
王
廟
、
易
救
護
也
、
衛
儲
蓄
云
、
右
主
八
寸
、

左
前
七
寸
、
廣
厚
三
寸
、
穿
中
央
達
四
方
也
、
萢
賓
云
、
天
子
主
長
尺
二
寸
、

諸
侯
主
長
一
尺
也
、
白
虎
通
馬
、
納
之
言
動
。
」
と
あ
る
。

 
こ
れ
に
よ
れ
ば
木
主
を
入
れ
て
お
く
の
が
石
函
で
あ
り
、
廟
の
北
壁
の
内
に

こ
の
石
函
を
置
く
こ
と
が
分
る
。

 
以
上
に
よ
っ
て
柘
は
宗
廟
の
主
と
し
て
木
主
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
木
主
に
も

種
々
の
形
や
、
種
類
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
そ
の
謁
す
る
所
も
石
室
で
あ
っ

た
り
、
ま
た
石
函
を
使
用
し
た
り
し
た
こ
と
ま
で
分
っ
た
が
、
ま
だ
説
文
の
「

一
日
、
大
夫
膏
石
為
人
、
」
こ
の
こ
と
を
説
．
き
明
か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
然

し
こ
の
こ
と
は
種
々
の
説
も
あ
る
し
、
ま
た
紙
数
の
都
合
も
あ
る
の
で
詳
細
は

後
日
に
譲
り
、
唯
石
主
の
あ
っ
た
こ
と
だ
け
の
解
明
に
止
め
る
。
即
ち
、
周
礼

春
官
小
宗
伯
に
、
「
若
大
師
則
帥
有
司
而
立
軍
社
、
奉
職
車
、
」
と
あ
り
、
こ

れ
に
鄭
玄
が
注
し
て
、

「
有
司
大
菅
野
、
王
出
軍
、
三
重
有
事
於
社
、
及
遷
廟
、
鼻
詰
其
斜
行
、
社
主

日
軍
社
、
遷
主
日
祖
、
春
秋
伝
日
、
軍
行
、
被
社
感
亦
鼓
、
祝
奉
以
従
、
曽
子
問

天
子
巡
狩
、
以
遷
廟
首
飾
、
載
子
斉
車
、
言
必
有
書
下
（
三
日
、
用
命
賞
干
祖
、

不
用
命
獄
子
忌
、
社
之
主
、
蓋
缶
石
為
之
、
奉
、
謂
将
行
、
」
と
あ
る
。

 
こ
れ
に
よ
れ
ば
軍
旅
等
が
行
ず
る
時
に
は
業
主
を
載
せ
て
い
た
こ
と
も
分
る

ま
た
、
太
平
御
覧
巻
五
三
一
礼
儀
部
一
〇
、
神
主
の
條
に
、

「
五
経
異
義
日
、
謹
按
大
夫
以
石
為
主
、
礼
無
明
文
、
大
夫
士
、
無
主
穆
、
不

得
有
主
、
今
山
陽
民
俗
、
互
有
石
主
、
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
同
じ
許
慎

の
書
い
た
説
文
軍
書
と
、
五
経
異
義
と
に
そ
こ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、

一
方
説
文
に
は
大
夫
に
石
弓
あ
り
と
し
、
五
経
異
義
に
は
「
大
夫
以
石
為
主
、

礼
無
明
文
」
と
い
う
、
然
し
こ
の
こ
と
も
、
段
平
裁
の
注
に
「
按
異
義
先
出
、

説
文
晩
成
、
多
豆
蔦
定
、
故
説
文
説
多
有
異
於
異
義
、
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に

許
慎
の
説
に
も
年
齢
に
よ
っ
て
種
々
の
相
違
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
言
前
に

も
一
寸
触
れ
た
が
こ
の
こ
と
は
異
論
も
あ
る
の
で
こ
の
程
度
に
止
め
て
お
く
ゆ

 
か
く
し
て
廟
に
門
主
を
立
て
そ
の
前
主
に
神
を
依
ら
し
め
、
そ
の
形
に
て
故

人
を
彷
彿
た
ら
し
め
る
こ
と
は
、
礼
記
曲
礼
下
に
、
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「
崩
日
天
王
崩
、
復
日
天
子
復
突
、
告
喪
日
天
王
冠
假
、
首
魚
廟
、
立
之

主
、
日
帝
、
」
と
い
う
と
あ
る
。
こ
れ
に
孔
尽
忠
が
疏
し
て
、

「
措
之
廟
、
立
之
走
者
、
措
置
也
、
王
葬
後
卒
英
、
寛
而
鮒
藤
里
廟
、
立
主
便

神
依
之
也
、
白
虎
通
云
、
所
以
有
主
者
、
神
無
面
擦
、
孝
子
以
二
心
也
、
主
用

木
木
有
始
終
、
又
尊
人
相
似
也
。
」

 
蓋
記
之
世
尊
、
欲
令
書
可
知
也
、
方
尺
、
九
日
、
尺
二
寸
、
鄭
云
、
差
響

粟
、
漢
書
前
方
後
円
、
五
経
異
義
云
、
主
上
正
方
、
穿
中
央
達
四
方
、
天
子
長

尺
二
寸
、
諸
侯
長
一
尺
、
云
々
」
と
あ
る
。

 
こ
れ
五
経
異
義
に
「
主
者
神
象
也
、
孝
子
既
葬
心
無
所
依
、
所
以
虞
而
立
主

以
事
之
、
云
々
」
と
あ
る
所
以
で
あ
る
。

 
こ
れ
孝
子
は
生
前
は
勿
論
死
後
に
も
そ
の
悌
を
忍
ぶ
と
い
う
孝
心
の
情
の
表

現
と
見
ら
れ
る
。
か
か
る
こ
と
は
史
記
の
周
本
紀
に
、
「
東
観
兵
品
評
盟
津
、

為
文
王
木
主
、
載
以
車
中
軍
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。
勿
論

こ
の
内
容
に
は
種
々
の
異
論
も
あ
る
が
、
然
し
木
犀
と
共
に
行
動
し
た
い
と
い

う
そ
の
情
、
そ
の
心
に
は
変
ら
な
い
。
で
は
木
耳
を
立
て
る
真
義
は
ど
こ
に
あ

る
か
。

 
木
主
や
 
を
た
て
る
本
義
。

 
勿
論
五
経
異
義
に
も
い
う
よ
う
に
孝
子
が
神
象
を
た
て
て
、
こ
れ
に
よ
り
肉

親
を
彷
彿
さ
せ
、
こ
れ
に
あ
や
か
る
と
い
う
月
詣
の
現
わ
れ
と
い
う
こ
と
は
否

定
出
来
な
い
。
然
し
人
間
の
行
為
そ
の
も
の
は
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ

に
肉
親
に
対
す
る
生
前
の
孝
養
が
十
分
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
死
後
の
供
養
が
こ

れ
で
事
足
り
よ
う
か
な
ど
な
ど
の
疑
念
や
苦
悩
が
筏
存
す
る
こ
と
も
否
定
さ
れ

な
い
。
こ
こ
に
「
夢
」
と
い
う
現
象
が
現
わ
れ
る
。
か
く
し
て
ト
辞
に

「
庚
辰
卜
、
貞
多
鬼
夢
、
不
至
禍
、
」
 
 
後
編
下
三
一
八
片

鯖
 
 
字
 
 
考

「
壬
戌
卜
争
貞
門
忌
敵
」
 
 
 
 
 
 
乙
編
三
四
〇
九
片

な
ど
な
ど
の
悪
夢
が
生
じ
て
く
る
と
考
え
る
。

 
藪
に
礼
記
の
堤
脚
牲
に
あ
る
「
魂
気
帰
干
天
、
形
暁
帰
干
与
、
盆
祭
求
諸
陰

陽
之
義
也
、
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
く
ら
天
地
に
帰
し
た
と
思
念
し
た
魂
も
、
ま

た
単
な
る
暁
と
し
て
地
下
に
埋
没
し
て
あ
る
と
観
念
し
て
見
て
も
、
そ
こ
に
は

何
も
の
か
が
割
り
切
れ
な
い
「
も
の
」
と
し
て
残
存
す
る
。
つ
ま
り
自
己
の
良

心
が
種
々
の
葛
藤
を
生
じ
て
印
象
と
し
て
残
り
、
そ
れ
が
夢
と
な
り
心
に
喜
憂

を
も
た
ら
す
も
の
と
思
惟
す
る
。

 
こ
う
し
た
観
念
は
魂
塊
が
何
れ
に
あ
ろ
う
と
も
、
何
れ
に
か
附
着
し
て
天
地

の
間
に
充
満
し
て
い
る
な
ど
の
信
仰
が
か
か
る
夢
の
観
念
を
起
こ
さ
し
む
る
も

の
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
時
代
は
下
る
が
関
弄
子
の
四
聖
篇
に
、
「
軽
清
者

塊
、
従
魂
升
、
重
日
者
魂
、
従
暁
降
、
云
々
」
な
ど
の
思
想
は
こ
れ
を
物
語

る
。 

か
く
し
て
礼
記
の
祭
法
王
に
あ
る
よ
う
に
、

「
天
下
有
王
、
分
地
建
国
、
置
都
、
立
邑
、
設
廟
、
桃
、
壇
、
埋
、
而
祭
之
、

乃
為
親
疏
多
少
之
数
、
是
故
王
立
七
廟
一
壇
一
琿
、
日
考
廟
、
日
王
考
廟
、
日

皇
考
廟
、
日
顕
考
廟
、
日
祖
考
廟
、
皆
月
祭
之
、
遠
廟
為
桃
、
有
二
桃
、
享

照
星
止
、
型
幅
為
壇
、
去
壇
為
埋
、
壇
埋
有
彫
上
祭
之
、
無
祷
乃
止
、
器
皿
日

鬼
…
…
…
大
夫
立
三
廟
二
壇
、
日
考
廟
、
日
野
考
廟
、
日
皇
考
廟
、
享
嘗
乃
止

顕
考
祖
考
無
廟
、
有
若
紫
、
為
壇
翼
長
、
去
壇
為
鬼
、
官
師
一
回
日
総
轄
、
無

考
無
廟
而
祭
之
、
去
寒
熱
三
野
、
庶
士
庶
人
無
量
死
日
鬼
、
」
と
あ
る
。

 
こ
れ
ら
を
見
る
と
鬼
に
も
二
種
あ
る
を
想
わ
せ
る
、
即
ち
死
人
そ
の
ま
ま
埋

蔵
さ
れ
て
あ
る
鬼
、
ま
た
蛸
や
壇
を
取
り
去
っ
た
（
即
ち
形
骸
を
一
切
取
り
去

っ
た
）
後
に
も
残
る
と
す
る
鬼
、
こ
の
二
種
で
あ
る
。
然
し
後
者
の
鬼
は
死
人
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そ
の
ま
ま
の
鬼
で
は
な
い
、
既
に
霊
気
（
霊
魂
）
と
な
っ
た
鬼
で
あ
り
、
夢
に

現
わ
れ
る
よ
う
な
三
三
（
霊
芝
）
な
の
で
あ
る
。

 
こ
こ
に
こ
の
霊
魂
霊
鬼
を
慰
さ
め
喜
ば
せ
、
生
前
の
よ
う
に
孝
養
を
蓋
し
た

い
と
し
て
た
て
る
の
が
木
主
で
あ
り
、
そ
の
貌
を
彷
彿
さ
せ
た
い
た
め
た
て
る

y
な
の
で
あ
る
、
こ
こ
に
礼
記
曲
礼
下
に
あ
る
「
支
子
不
祭
、
祭
必
新
子
宗

子
、
」
と
い
う
よ
う
に
祭
り
に
は
肉
親
の
つ
な
が
り
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
「

祭
る
に
は
神
お
は
す
が
如
く
す
」
と
い
う
論
語
の
文
を
生
か
す
祭
り
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

 
こ
の
た
め
に
生
人
の
 
を
た
て
＼
生
前
の
生
活
そ
の
ま
ま
の
復
原
を
要
請
す

る
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
際
の
鬼
は
単
な
る
死
人
の
鬼
で
は
な
い
。
既
に
復
原

さ
れ
た
z
で
あ
り
、
還
元
さ
れ
た
と
信
ず
る
魑
人
な
の
で
あ
る
。

 
 
結
論

 
帰
と
鬼
と
の
関
係
要
約
。

 
以
上
帰
と
鬼
と
の
関
係
を
論
じ
て
見
た
が
、
結
局
は
説
文
解
字
の
「
人
所
以

為
鬼
」
と
あ
る
の
は
一
雅
の
釈
例
に
あ
る
「
鬼
之
空
言
帰
也
」
．
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
を
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、
「
 
子
云
、
鬼
者
帰
也
」
で
、
こ
れ
が

礼
記
の
祭
法
に
い
う
「
衆
生
必
死
、
死
必
帰
土
、
此
之
謂
鬼
、
」
と
い
う
こ
と

な
の
で
あ
る
。

 
換
言
す
れ
ば
人
が
死
ん
で
一
定
の
場
所
に
埋
蔵
さ
れ
た
形
、
こ
れ
が
帰
は
蔵

な
り
の
第
一
の
鬼
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
こ
に
帰
っ
た
か
、
そ
こ
が
a
の
上

で
あ
り
、
そ
こ
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

 
丁
度
婦
人
が
他
家
に
嫁
入
り
し
た
時
、
こ
れ
帰
人
と
い
わ
れ
る
と
同
じ
く
、

そ
の
嫁
も
そ
の
家
に
足
を
止
め
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
農
人
の
引
航
義
が
里
人

と
い
わ
れ
、
婦
は
離
な
り
、
降
嫁
な
り
な
ど
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
3

 
と
こ
ろ
で
人
が
死
ん
で
止
ま
っ
た
自
も
、
後
に
は
整
理
さ
れ
整
頓
さ
れ
る

と
、
こ
れ
が
墓
で
あ
り
墳
で
あ
り
q
な
の
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
が
一
方
血
肉
の
つ
な
が
り
は
そ
の
親
そ
の
祖
考
な
ど
を
慕
う
気
が
止

ま
ず
。
こ
こ
に
夢
に
ま
で
鬼
が
現
わ
れ
る
と
、
五
経
異
義
に
あ
る
よ
う
に
孝
子

が
作
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の
が
家
廟
で
あ
り
、
寝
廟
で
あ
り
宗
廟
な
の
で
あ

る
。 

蒐
に
貌
と
し
、
t
と
し
て
北
方
よ
り
霊
魂
が
戻
り
、
地
下
よ
り
現
わ
れ
た
と

信
じ
、
ま
た
現
わ
れ
る
よ
う
に
と
た
て
た
の
が
三
主
で
あ
り
、
y
で
あ
る
。
ま

た
生
人
の
戸
を
お
い
た
の
で
、
こ
れ
は
既
に
復
原
さ
れ
、
再
生
さ
れ
た
と
信
じ

た
第
二
の
z
人
な
の
で
あ
り
再
現
し
た
と
信
じ
た
。
・
営
H
搾
の
鬼
な
の
で
あ

る
。 

か
く
し
て
こ
れ
に
物
を
捧
げ
る
と
き
が
饒
と
い
わ
れ
る
供
物
な
の
で
あ
る
。

（
尤
も
こ
の
字
は
漢
代
に
出
来
た
文
字
で
あ
る
が
）

 
か
く
考
え
て
こ
そ
、
帰
は
鬼
な
り
、
鬼
は
帰
な
り
、
帰
は
女
嫁
な
り
と
し
て

a
の
声
の
生
き
る
挙
章
切
の
内
容
が
生
き
て
く
る
と
考
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
二
五
日
稿
）

注
1

「
高
注
、
呉
聖
祭
鬼
為
醜
、
古
文
通
用
讃
與
。
同
、
按
祭
葉
者
芝
之
本
義
、
不

同
。
也
、
以
醜
為
。
者
、
古
文
仮
借
也
、
云
々
。
」
（
説
文
里
林
五
下
食
毒
、
段

玉
裁
注
）

注
2

 
こ
の
字
は
ト
辞
に
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、
前
編
理
趣
第
三
十
葉
に
出
て
い
る

文
字
（
文
字
は
印
刷
の
都
合
省
略
）
は
、
華
巌
壁
は
饒
と
釈
し
て
い
る
が
、
王
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嚢
や
余
永
梁
ら
饒
も
、
あ
る
い
は
醜
な
ど
と
し
て
い
る
。
葉
玉
森
は
「
森
按
、

細
玩
、
本
辞
、
尚
不
能
遽
定
、
為
人
名
」
と
し
て
い
る
。
 
（
駿
虚
書
契
前
編
集

釈
巻
五
三
十
一
頁
）
。
尚
鬼
字
考
（
支
那
に
於
け
る
祖
神
崇
拝
の
原
初
形
態
）

と
題
し
て
池
田
宋
利
博
士
も
、
こ
の
字
を
論
じ
て
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
論

評
は
後
日
に
譲
る
。

注
3

 
蓋
上
世
嘗
有
不
葬
其
親
者
、
其
親
旧
、
挙
而
委
之
於
谷
、
他
日
過
之
、
狐
狸

食
之
、
蝿
蛾
姑
食
之
、
其
穎
有
砒
、
睨
而
不
視
、
夫
砒
也
、
非
為
人
砒
、
中
心

達
於
面
目
、
蓋
帰
反
雷
紫
裡
、
而
掩
之
、
誠
是
也
、
則
孝
子
仁
人
之
掩
其
親
、

亦
必
有
道
 
。
 
（
孟
子
瞭
文
公
上
）
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